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茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 4 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

茨 城 県 県 央 農 林 事 務 所 長 受 賞

　 「 令 和 4 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 」 を 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 、 心 よ り お 祝 い 申 し

上 げ ま す 。

　 今 回 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 は 、 令 和 3 年 度 に 完 成 し た 工 事 に お い て 、 施 工 管 理 や 出 来 映 え 等 で 特

に 優 秀 な 成 績 を 上 げ ら れ ま し た 。

　 農 家 の 皆 様 の 財 産 を 扱 う と い う 特 殊 性 が あ る 農 業 農 村 整 備 事 業 に お い て 、 農 家 や 周 辺 住 民 に 配 慮

す る こ と は も と よ り 、 様 々 な 施 工 提 案 な ど に よ り 良 好 な 農 地 ・ 農 業 用 施 設 を 造 成 し て 頂 い た こ と に 、

深 く 感 謝 の 意 を 表 す る も の で あ り ま す 。

　 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 に は 、 今 後 と も 技 術 の 研 鑽 に 努 め ら れ ま す と と も に 、 ま す ま す ご 活 躍 さ れ

ま す こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 央 農 林 事 務 所

所 長 　 高 野 　 　 充

■ 県 央 農 林 事 務 所 表 彰

代 表 取 締 役 社 長  秋 　 山 　 　 　 進

受 賞 者 ： 現 場 代 理 人 大 　 原 　 隆 　 行

〒 3 1 0 － 0 9 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 堀 町  1 1 0 8 － 8

T E L 0 2 9 － 3 5 0 － 7 8 0 1

F A X 0 2 9 － 3 5 0 － 7 2 2 2

［ 工 事 名 ］ 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 柳 河 地 区 第 4 工 区 パ イ プ ラ イ ン 工 事 （ 水
戸 市 ）

優 秀 な 技 術 を も っ て

農 業 農 村 整 備 を 推 進

■ 県 央 農 林 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 島 　 　 　 立 　 慈

［ 工 事 名 ］ 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 柳 河 地 区 幹 線 道 路 交 差 点 工 事 （ 水 戸 市 ）

代 表 取 締 役 会 長 尾 　 曽 　 正 　 人
代 表 取 締 役 社 長 尾 　 曽 　 賢 　 和
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T E L 0 2 9 － 2 2 5 － 1 2 3 1
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総 合 建 設 業

東 洋 工 業 株 式 会 社

東 洋 工 業 ㈱

島 　 立 慈 氏

㈱ 秋 山 工 務 店

大 原 　 隆 行 氏

日 時 ： 令 和 4 年 1 1 月 2 日 （ 水 ）

場 所 ： 水 戸 合 同 庁 舎

　
県 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 は 、

主 要 地 方 道 竜 ケ 崎 潮 来 線 バイ パ ス 整 備 を 順 調 に 進 め てい る 。 同 線 は 圏 央 道 稲 敷 東Ｉ Ｃ の ア ク セ ス 道 路 で あり 、 幅 員 が 狭 く 、 一 部 歩 道 間 市 笠 間 ま で を 結 ぶ 総 延 長約

4 8・ ９ ㎞ の 幹 線 道 路 で 、

経 済 や 産 業 の 発 展 を 支 え る重 要 な 路 線 。　
日 立 市 内 の 渋 滞 対 策 と し

て 進 め ら れ た 大 久 保 町 付 近の バ イ パ ス が 開 通 し た こ とに よ り 、 国 道 ６ 号 の 交 通 渋滞 の 軽 減 な ど 、 道 路 利 用 者の 利 便 性 向 上 が 図 ら れ 、 改め て 道 路 整 備 の 重 要 性 が 認識 さ れ た 。 は も と よ り 、 施 工 の 過 程で 様 々 な 創 意 工 夫 を こ らし 、 他 の 模 範 と な る 優 秀 な成 績 で 工 事 を 完 成 さ せ た 」と 受 賞 者 を た た え 、  「 引 き続 き 技 術 の 向 上 を 図 る と とも に 、 後 進 の 育 成 に も ご 尽力 い た だ け れ ば 」 と あ い さつ 。　
来 賓 は 下 田 德 行 県 建 設 業

協 会 水 戸 支 部 長 （

写 真 左

）  、

田 口 誠 壽 同 水 戸 支 部 副 支 部長 、 髙 野 潔 同 常 陸 大 宮 支 部長 が 出 席 。 代 表 し て 下 田 支部 長 が 祝 辞 を 述 べ た 。

　
日 立 ・ 笠 間 線 県 道 改 修 期

成 会 （ 会 長 ・ 宮 田 達 夫 常 陸太 田 市 長 ） は

1 0月

2 8日 、 田

村 央 県 土 木 部 長 に 整 備 促 進に 関 す る 要 望 書 を 手 渡 した 。 亀 作 ル ー ト の 道 路 改築 、 永 代 橋 な ど の 架 け 替 えな ど を 要 望 。 安 全 ・ 安 心 の地 域 づ く り 、 災 害 時 の 緊 急輸 送 路 や 避 難 路 と し て の 活用 な ど の た め 、 要 望 箇 所 の早 期 整 備 に つ い て 特 段 の 配慮 を 求 め た 。　
同 期 成 会 は 、 日 立 市 、 常

陸 太 田 市 、 笠 間 市 、 常 陸 大宮 市 、 那 珂 市 と 城 里 町 で 構成 さ れ る 。　
主 要 地 方 道 日 立 笠 間 線

は 、 日 立 市 河 原 子 町 か ら 笠 　
冒 頭 、 山 藤 郁 夫 土 地 改 良

部 門 長 （

写 真 右

） は 「 受

賞 者 の 皆 さ ま は 、 出 来 栄 え

も な い こ と か ら 整 備 を 進 めて い る 。 ２ ０ ２ ２ 年 度 は 埋蔵 文 化 財 調 査 や 用 地 買 収 を進 め て い る 。　
竜 ケ 崎 潮 来 線 バ イ パ ス は

１ ９ ８ ８ 年 に 事 業 化 。 延 長

　
要 望 内 容 と

し て 亀 作 ル ート （ Ｌ １ ９ ００ ｍ ） の 整 備推 進 、 永 代橋 （ １ ９ ６ ０年 架 設 ）  、 郡戸 橋 （

5 9年

架 設 ）  、 栄 橋（

5 8年 架 設 ）

に 関 し て は 、架 け 替 え を 求め た 。　
要 望 箇 所 は

次 の と お り
（ ■ 整 備 要 望

箇 所 ＝ ① 延 長② 市 町 村 名 ③

事 業 内 容 ④ 備 考 ）  。　
■ 亀 作 町 ＝ ① １ ９ ０ ０ ｍ

② 常 陸 太 田 市 ③ 道 路 改 築 ④継 続　
■ 永 代 橋 ＝ ①

8 1ｍ ② 常 陸

太 田 市 ③ 橋 梁 架 替 ④ 継 続　
■ 郡 戸 橋 ＝ ①

4 8ｍ ② 常 陸

太 田 市 ③ 橋 梁 架 替 ④ 継 続　
■ 栄 橋 ＝ ① ４ ５ ６ ｍ （ ３

１ ６ ｍ ） ② 常 陸 太 田 市 ・ 那珂 市 ③ 道 路 改 築 （ 橋 梁 架替 ） ④ 継 続 　
表 彰 式 で は 高 野 所 長 が 受

賞 者 一 人 一 人 に 賞 状 を 手 渡し た 。 受 賞 者 謝 辞 で 東 洋 工業 ㈱ の 島 立 慈 氏 が 「 建 設 業に 携 わ る 者 と し て 、 表 彰 の栄 誉 を 深 く 胸 に 刻 み 、 今 後も 地 域 社 会 へ の 貢 献 、 農 業の 発 展 に 寄 与 す る と と もに 、 さ ら に 信 頼 さ れ る 施 工業 者 を 目 指 し て 精 進 し て ま　
桜 川 市 は 、 鍬 田 地 内 の 市

道 拡 幅 工 事 を 実 施 す る 。 近く 一 般 競 争 入 札 を 公 告 す るも よ う で 、 工 期 は １ ７ ０ 日間 を 見 込 ん で い る 。 施 工 場所 は 、 県 西 総 合 病 院 跡 地（ 鍬 田 ６ ０ ４ ） の 東 側 を 通

は ３ ２ ６ ０ ｍ 、 幅 員 は

1 4～

1 8／ ６ ・ ５ ｍ 、 事 業 費 は

3 0

億 円 。 ２ ０ ２ １ 年 度 末 で
9 7％ 完 了 し て お り 、 新 利 根

小 中 学 校 付 近 か ら 下 太 田 工業 団 地 付 近 の Ｌ ２ ３ ２ ０ ｍは 既 に 供 用 済 み だ が 、 Ｌ ９４ ０ ｍ は 一 部 区 間 完 成 し てい る が 危 険 な 為 未 供 用 とな っ て い る 。 　
つ く ば 市 は 大 穂 交 流 セ ン

タ ー へ 遮 光 設 備 と 空 調 の 設置 を 計 画 し て お り 、 こ の ほど 設 計 業 務 を 完 了 し た 。 天窓 か ら の 直 射 日 光 を 防 ぐ ため 遮 光 設 備 を 設 置 す る 。 また 、 空 調 は 各 部 屋 に は 配 備さ れ て い る が ロ ビ ー 部 分 には 設 置 さ れ て い な い た め 、遮 光 設 備 と 合 わ せ て 整 備 を行 う 。 い ず れ も ２ ０ ２ ３ 年度 に 工 事 の 発 注 を 行 う 見 込み 。　
同 施 設  （ 筑 穂 １

－

1 0

－ ４ ）

は 、 Ｒ Ｃ 造 地 上 ２ 階 建 て 、延 べ １ ０ ６ ７ ㎡ 。 今 年 度は 、 屋 上 の 防 水 改 修 や 外 壁の タ イ ル 改 修 、 ト イ レ の 改修 工 事 等 を 実 施 し て い る 。　
な お 、 遮 光 設 備 等 の 設 置

設 計 業 務 は ㈱ 若 栁 建 築 事 務所 が 策 定 し た 。 い る 」 と 謝 辞 を 献 じ た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。  ［ ■ 表 彰 技 術 者 名（ 施 工 業 者 名 ） ＝ 工 事 名（ 工 事 個 所 ）  ］　
■ 島 立 慈 （ 東 洋 工 業 ㈱ ）

＝ 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 柳 河地 区 幹 線 道 路 交 差 点 工 事（ 水 戸 市 ）　
■ 岡 﨑 貴 夫 （ 大 平 建 設

㈱ ） ＝ 経 営 体 育 成 基 盤 整 備事 業 友 部 中 央 地 区 第 １ 工 区排 水 路 工 事 （ 笠 間 市 ）　
■ 大 原 隆 行 （ ㈱ 秋 山 工 務

店 ） ＝ 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業柳 河 地 区 第 ４ 工 区 パ イ プ ライ ン 工 事 （ 水 戸 市 ）る 道 路 。　
施 工 延 長 は 約 ２ ０ ０ ｍ

で 、 現 在 は 片 側 の み 歩 道 があ る 状 態 。 一 部 両 側 に 歩 道を 設 置 し 、 全 幅 約

1 2ｍ （ 車

道 ７ ｍ 、 両 側 歩 道 ２ ・ ５ｍ ） と す る 。　
市 民 か ら の 要 望 も あ っ た

こ と か ら 、 歩 道 の 設 置 を 進め て い く 。 道 路 利 用 者 の 安全 性 確 保 に 繋 げ る 。

　
県 県 央 農 林 事 務 所 （ 高 野 充 所 長 ） は ２ 日 、 ２ ０

２ ２ 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 式 を 水戸 合 同 庁 舎 で 挙 行 し た 。

2 1年 度 に 完 成 し た 工 事

1 2

件 の う ち 、 特 に 優 れ た 成 績 で 工 事 を 完 成 さ せ た 技術 者 ３ 人 を 表 彰 し た 。

県 央 農 林

技 術 者 ３ 人 が 優 秀 施 工
土 地 改 良工 事 表 彰

創 意 工 夫 は 他 の 模 範

竜 ケ 崎潮 来 線

 本 年 度 の 実 施 内 容

埋 文 調 査 や 用 地 買 収

県 竜 ケ 崎 工 事

永 代 橋 等 3 橋 架 け 替 え

亀 作 ル ー ト の 道 路 改 築 な 　
　 ど

日 立 ・ 笠 間 線 ／ 5 市 1 町 が 県 へ 要 望

桜 川 市
 近 く 一 般 競 争 入 札

鍬 田 地 内 で 歩 道 設 置

交 流

セ ンタ ー

遮 光 設 備

来 年 度 工 事 発 注

《 つ く ば 市 》


